
1. 事前活動 (1) カントリーレポート作成

2. 本邦研修
(1) 汚水対策及び都市排水対策の自国での実施における適切な方法の理解
(2) 日本の事業実施状況についての学習
(3) 事業計画策定のための手順や個別技術の技術的側面に対する理解
(4) 財政面の検討や維持管理手法の理解
(5) 事業実施体制の検討、住民への啓発活動、安価な技術の紹介等
(6) アクションプラン作成

3. 事後活動
(1) 所属組織におけるアクションプランの共有と検討

※なお、本研修では、研修を通じた「知識共創（Knowledge Co-creation）」の実現を図るため
に、アクティブラーニングメソッドを導入予定です。
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【案件目標】
汚水対策及び都市排水対策に関する基本計画を立案するために必要な基本的知識が習得され、
基本計画を策定するために必要となる手法とプロセスが検討できる。

【成果】
1. (事前活動）　自国の汚水対策及び都市排水対策の現状を把握し、課題を抽出する。
2. 汚水対策及び都市排水対策の講義・視察・ディスカッションを通し、自国における課題に対
する適切な手法が検討できる。
3. 汚水対策及び都市排水対策の計画策定から事業実施までの手法やプロセスについて説明でき
る。
4. 自国における汚水対策及び都市排水対策に関する基本計画（案）、住民参加手法を取り入れ
た意思決定プロセス（案）を検討し、課題と展望を含めたアクションプランを作成する。

目標／成果

内　容

【対象組織】
主に汚水対策（下水道整備）を実施中、も
しくは実施予定の国の中央・地方地方政府
、または公共機関

【対象人材】
1. 中央・地方政府または政府関係機関で
下水道整備に従事する下水道政策策定およ
びその実施の技術的側面の中核を担う職員
2.学歴：汚水対策・都市排水分野（土木工
学等）での大学卒業または同等の学力を有
すること。
3.年齢：49歳以下が望ましい。

対象組織／人材

下水道・都市排水マネージメント
Sewage and Urban Drainage Management
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及び
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環境管理/水質汚濁

主に汚水対策（下水道整備）を実施中、もしくは実施予定の国対象国の条件：

副分野課題：都市開発・地域開発/都市開発

途上国にて衛生環境改善や浸水被害の低減を図るためには、適切な汚水対策及び都市排水対策の計画立案・事業実施が必要である。本研修
は汚水（主に下水道）対策及び都市排水（主に雨水排除）対策の計画から実施に関する講義、視察および演習を通じ、自国における課題に
対する適切な手法を検討する。そして、汚水対策及び都市排水対策に関する基本計画（案）をアクションプランとして策定するものである
。
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